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［コラム 私の研究遍歴］ 

フィリピン先住民のリアリティとバイタリティを見つめる 

 

 

私がフィリピンでフィールド調査を始めたのは、2012 年の 5 月のことで

あった。当時認知言語学のアプローチを用いた類型論的研究を始めていた私

は、フィールドに足を運んで、一つの言語の調査をじっくり行うことで、言

語構造の全体を調べ、それが文化やコミュニケーション様態、社会とどのよ

うに繋がっているのかを見てみたいと思っていた。 

その当時フィールド言語学を開講されていた梶茂樹先生（当時京都大学

アジア・アフリカ地域研究研究科）に相談すると、フィリピンにはまだ多く

の言語が記述途上であることから、フィリピンを調査地にすることを推薦い

ただいた。そしてフィリピンの言語学の第一人者である Lawrence A. Reid ハ

ワイ大学名誉教授に繫いで下さった。Reid 先生は、「アルタ語という言語が

あって、彼らはすでにコミュニティもなく、深刻な状況であるが、この言語

はまだほとんど調査されていないのでどうだろうか。もしその気があれば

フィールドまで案内するから。」と言ってくださった。 

最初のフィールド調査は、ちゃんとした話者を見つけるまで1ヶ月かかっ

た。Reid 先生、地域の先住民委員会の職員、区長など多くの人の力を借り

て、アルタの人々に会うことができた。しかしコミュニティに行ってみると、

やはりアルタ語は話されておらず、カシグラン・アグタ語が主要な言語で

あった。自然な談話を取るために、「猪の狩猟の方法」「今と昔の暮らしの違

い」などさまざまなテーマで話してもらった。フィールド調査の最中に、尿

路感染症、デング熱、よく分からない病気などにかかったりしたが、博士論

文としては、一応の目標としていた文法書を完成することはできた。 

アルタ語の社会言語学的状況について初めて発表したのが、「フィリピ

ン・アルタ語の社会言語学的状況と言語危機」（2014 年、社会言語科学会）

であった。この発表では、なぜアルタ語が消滅の危機に陥っているのかにつ

いて論じ、アルタ語がもはや話されていない現地の窮状を訴えた。 

この発表はそれ相応の評価を頂くことになったが、次第にこのような危
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機言語のアプローチとフィールドでの感触の違いに悩むようになっていった。

先進国における先住民の窮状とそこから一般化された危機言語の問題が、

フィリピンのアルタの人々との状況をうまく掬い切れていないように感じた

のである。ネグリートの人々は平地民と一緒にいると恥ずかしがり屋に見え

るが、コミュニティに行くと圧倒的に元気で冗談好き、ポジティブで、若い

者や子どもで溢れている。政府の援助があれば、いかにそれに乗っかること

ができるのかを考え、平地民による雇用環境が気に入らないとなれば我慢せ

ずに逃げ出す術も持っている。危機（endangered）という言葉だけでアルタ

を語ることが、真摯でないように感じるようになった。 

文化人類学のネグリート研究においても、彼らを現在を生き抜く能動的

な主体として捉え直す動きがある。清水展氏は、ピナトゥボ火山の大噴火で

最も甚大な被害を被ったアエタの人々が「民族存亡の危機」にあると訴え、

必死の援助活動を行ったが、後に自問自答することになる。「フィリピンに

いる時には、なるべく多くの人に深刻さを伝えたいという必死の思いで「存

亡の危機にある」と言ったことも、あるいは大げさであったのかも知れない、

アエタの友人達は、ある意味では柔軟な力強さによって、環境の激変にも適

応してゆけるに違いない、と思うようになった。（...）滅びゆく民族を含意

させるような消滅の語りをしてしまったことに対して、自省と自責の念を持

ち、自問自答するに至ったのである。」（清水2002: 23-24) 

もちろん、このような議論の流れは、彼らの窮状を無視してよいという

ことは意味しない。むしろ本稿でも述べたように、言語シフトを当人らが置

かれた状況をメトニミー的に指標していると考えると、さまざまな社会の諸

問題との繋がりが見えてくる。私自身、危機言語の問題が契機となって、コ

ミュニティが経験してきた歴史や社会動態をつぶさに観察し、ネグリートに

おけることば、文化、社会、歴史の繋がりを全体論的に見ることができた。

彼ら自身がどのような未来を描き、歩んでいくのかを楽しみにしつつ、これ

からも彼らとともに研究を続けていければと考えている。 

（木本幸憲） 


